
中央教育審議会初等中等教育分科会の「特別支援教育部会における審議の取りまとめ」（Ｈ２８．８）で、「学校種別にかかわらず、各教科の目標・内容
を一本化する可能性」の検討が求められました。この小学校、中学校又は高等学校と特別支援学校との間の学びの連続性の確保の観点を踏まえ、本研究
では特別支援学校（知的障害）において、小学校等における各教科等を基にした教育課程の編成や、指導方法及び学習評価の在り方について研究します。
具体的には、高等部「数学」において小学校の検定済教科書を活用し、生徒の実態等に応じた教材を使用した授業実践を重ね、観点別学習状況の評価に
より学びの深まりを探ります。

教科の目標・内容と「学びの連続性」を踏まえた知的障害特別支援学校における効果的な指導

～“つながる”学び、“つながる”教育課程 の実現を目指して～

熊本県立ひのくに高等支援学校 https://sh.higo.ed.jp/hinokuni/

https://sh.higo.ed.jp/hinokuni/

